
































































































































































































式の手法を導入して、相生係数と相剋係数をそれぞれ λiと-λi （ i＝1, 2, 3, 4, 5）に具体化し、
相生関係と相剋関係を１つの行列 Aに収めたが、分析枠がほぼ変わっていなくて、五行にお
ける動学的な循環を描くことができなかった（図２の（b）参照）。











あるシステム S を５つの元素 Ei（ i＝1, 2, …, 5）からなるとする。すなわち、S＝｛Ei｝とす
る。期間 t において、ベクトル βit（ i＝1, 2, …, 5）を元素 Ei の量的状態とし、スカラー δit（ i
＝1, 2, …, 5）を元素 Ei の水準とする（必要ではない場合に限り、t を省略することがある）。
ただし、i≠j のとき、βi と βj は足し算などができない。ちなみにすべての δi はスカラーで







生成のイメージを念頭に、五行相生によって Ei の Ej への転化係数（相生係数）を λij＞0（す
なわち λijϵR+）とする。以下のように、線形写像（Linear Map）である相生写像を定義する。
例えば、h2,3（β2）なら
述べる便益を図るため、５次正方行列 Ii j を以下のように定義する。Ii j は、第 i 行目、j 列
目の成分は１で、それ以外の成分は０である。ただし、I i iβi＝βi となるため、I i i を除外する。
例えば、相生写像 h2,3 の変換行列を I32 で表すと
になる。
したがって、相生写像 hi, i+1 の変換行列を λi+1, iIλi+1, i とすると、相生写像 hi, i+1の一般式
は 次のように表示できる。
表１　五行における添え字の加法表
+ 1 2 3 4 5
1 2 3 4 5 1
2 3 4 5 1 2
3 4 5 1 2 3
4 5 1 2 3 4




βi+1＝hi, i+1（βi）＝ λi+1, iI i+1, iβi
同じ手法で、五行相生のように五行相剋を数学的に定義する。
五行相剋によって Ei の Ej への制約強度を φij＞0（すなわち φijϵR+）とし、制約係数（相
剋係数）を -φij とする。以下のように、Ai → Ai+2 の相剋写像 fi,i+2 を fi,i+2（βi）＝-φi+2,iIi+2,iβi
と定義する。
次に、相生係数 λij と相剋係数 -φij における添え字（ i と j）の計算ルールを規定する。そ






























三元制循環は合成写像（Compound Mapping）である。土 水→木 土三元制循環を事
例に考えよう。この合成写像は到底 A1→A1 のもので、具体的には








fi+3,i°hi+2,i+3°fi,i+2：Ai → Ai+2 → Ai+3 → Ai（注意：i+3+2＝i）














写像は、２つの相生の合成写像 h2,3°h1,2 と相剋写像 f1,3 から構成され、h2,3°h1,2＋f1,3 になる。具
体的にいえば、以下のとおりである。
h2,3°h1,2＋f1,3：A1→A2→A3∪A1→A3








よって、三元化循環は Ai →Ai+2 の写像に帰結できる。hi+1,i+2°hi,i+1＋fi,i+2を展開すると







土に増分 Δδ1（または Δβ1）が生じた場合、Δδ1 による Δβ1 は同時に三元化循環（土→金→水
∪土 水）と三元制循環（土 水→木 土）を誘発する。
①　増分 Δβ1 によって誘発した２つの相生（土→金→水）の写像：
（h2,3°h1,2）（Δβ1）＝（λ32I32）（λ21I21）Δβ1
②　増分 Δβ1 によって誘発した三元制循環（土→金→水∪土 水）の写像：
f4,1°h3,4°f1,3（Δβ1）＝（-φ14 I14）（λ43 I43）（-φ31 I31）β1＝φ14λ43φ31β1
③　上記の三元制循環（土→金→水∪土 水）の結果は三元化循環の（土→金→水∪土
水）の最後の写像 f1,3 に反映すべきであるため、となる。
（h2,3°h1,2＋f1,3（f4,1°h3,4°f1,3））（Δβ1）＝［（λ32 I32）（λ21 I21）－（φ312  φ14λ43）I31］Δβ1
増分 Δβ1 によって誘発した三元制循環（土→金→水∪土 水）のすべての結果は
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β3* ＝β3＋［（λ32 I32）（λ21 I21）−（φ312 φ14λ43）I31］Δβ1






































らなる。土 E1 から木 E4 までの五元循環を例に見ると、
①　増分 Δβ1（t）によって誘発した四元循環は、E1 から E3 へと動き（A1 → A3 の合成写像
H1,3 として）、その結果は
H1,3（Δβ1（t））＝［（λ32I32）（λ21I21）−（φ231φ14λ43）I31］Δβ1（t）







②　上記の E1 から E3 への四元循環によって生じた増分 Δδ3（t+1）は、E3 から E5 への四元循
環（A3 → A5 の合成写像 H3,5 として）を誘発する。そのすべての結果は β5（t+2）＝ β5（t+1）
＋（λ54 I54）（λ43 I43）−φ253φ31λ15 I53）Δβ3（t+1）である（または、δ5（t+2）＝δ5（t+1）＋（λ54λ43−φ253φ31λ15）
Δδ3
（t+1））。ただし、現在 Δδ5（t+2）＝（λ54λ43−φ253φ31λ15）Δδ3（t+1）となる。
③　上記の E3 から E5 への四元循環によって生じた増分 Δδ5（t+2）は、E5 から E2 への四元循
環（A5 → A2 の合成写像 H5,2 として）を誘発する。そのすべての結果は β2（t+3）＝β2（t+2）
＋（λ21 I21）（λ15 I15）−φ225φ53λ32 I25）Δβ5（t+2）である（または、δ2（t+3）＝δ2（t+2）＋（λ21λ15−φ225φ53λ32）
Δδ5
（t+2））。ただし、現在 Δδ2（t+3）＝（λ21λ15−φ225φ53λ32）Δδ5（t+2）となる。
④　上記の E5 から E2 への四元循環によって生じた増分 Δδ2（t+3）は、E2 から E4 への四元循
環（A2 → A4 の合成写像 H2,4 として）を誘発する。そのすべての結果は β4（t+4）＝ β4（t+3）
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＋（λ43 I43）（λ32 I32）−φ242φ53λ32 I42）Δβ2（t+3）である（または、δ4（t+4）＝δ4（t+3）＋（λ43λ32－φ242φ53λ32）
Δδ2
（t+3））ただし、現在 Δδ4（t+4）＝（λ43λ32－φ242φ53λ32）Δδ2（t+3）となる。





とすると、Δδ4（t+4）＝ θ1,4Δδ1（t）となる。もし θ1,4＝0 となれば、増分 Δδ1（t）の作用はすべて相殺
され、木は土に勝つことができなく、変革がなくなり、現状のままにとどまることを意味す
る。もし θ1,4＜0 となれば、増分 Δδ1（t）の作用は逆になり、変革が失敗になることを意味する。
ただし、θ1,4＞0 となっても、係数が既定の場合、増分 Δδ1（t）が一定の水準に達しないと変革
が動かないかと考えられる。
E1 から E4 までの五元循環は E1 → E3 → E5 → E2 → E4 のように動くものであるが、それを
反映する A1 → A3 → A5 → A2 → A4 の合成写像を F1,4 とすると
F1,4＝H2,4°H5,2°H3,5°H1,3
となる。




一般的には、Ei から Ei+3 までの五元循環は、連続的に行う４つの四元循環からなり、t 期






Ei+3 までの五元循環は Ei → Ei+2 → Ei+4 → Ei+1 → Ei+3 のように動くものであるが、それを反
映する Ai → Ai+2 → Ai+4 → Ai+1 → Ai+3 の合成写像 Fi,i+3 は
Fi,i+3＝Hi+1,i+3°Hi+4,i+1°Hi+2,i+4°Hi,i+2


















































（Fi+2,i Fi+4,i+2 Fi+1,i+4 Fi+3,i+1 Fi,i+3）（Δβi（t））＝ Δβi（t+20）

































①　改革によって金（E2）に生じた増分 Δβ2（t）は、人民公社の解体により、E2 から E4（E4＝
E2+2）への四元循環を誘発する。写像 H2,4 による結果は
β4
（t+1）＝ β4（t）＋（λ43 I43）（λ32 I32）−φ242φ53λ32 I42Δβ2（t）
　　となる。










④　上記の増分 Δβ3（t+3）は、家庭内農業請負制の実施によって E3 から E5（E5＝E3+2）への四
元循環を誘発する。写像 H3,5 による結果は
β5
（t+4）＝ β5（t+4）＋（λ54 I54）（λ43 I43）−φ253φ31λ15 I53）Δβ3（t+3）
　　となる。
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